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　まだ食べられるのに捨てられる食品を「食品ロス」と言います。
　世界規模で見ると、生産された食料の約３分の１に当たる約１３億トン
が毎年廃棄されています。国内でも年間約２，８４２トンが廃棄されており、
６４６万トンの食品ロスが含まれると推計されています。これは世界の食料
援助量の約２倍で、約４割が家庭から出たものです。
　世界では、年間約３００万人の子どもが栄養不良に関連して５歳になる前
に命を落としているという、悲しい現実があります。食品ロスのない社
会を実現させるために「食べきれる分だけを注文する」「食材を買い込
み過ぎない」「賞味期限と消費期限の違いを理解する」「食材の捨てる
部分を減らす」などのご協力をお願いします。
担当 資源対策課　1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６
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　地震による倒壊の恐れのあるブロック塀（コンクリートブロック塀、
石積塀、万年塀、門柱）などの撤去費用の一部を助成します。
　詳しくは、担当へお問い合わせください。
○対　象　次の全てに該当するもの
　● 道路からの高さを６０センチメートル未満にする工事（道路に面さな
い部分は対象外）
　● 申請者がブロック塀の所有者である
　● ブロック塀等点検表で危険と判断される
　● 未着工の工事
　● 平成３２年３月３１日までに完了し実績報告書の提出ができる工事
○補助額　▽通学路＝撤去費用の４分の３（上限１５万円）▽通学路以外
＝撤去費用の２分の１（上限１０万円）
○申請方法　市役所４階建築住宅課で配布する申請書、点検表（市ホー
ムページからダウンロード可）、案内図、塀の位置・延長・高さを記
入した図面、現況写真、撤去の見積書写しを直接担当へ
担当 建築住宅課　1０４６（２５２）７３９６　5０４６（２５５）３５５０
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　市民団体に委託し、地域課題を解決するための市民講座を開催してお
り、①市民自主企画講座および②家庭教育講座を企画・運営する団体を
募集します。
○内　容　①高齢社会や環境問題など社会全般の課題に関する講座②子
育てや教育など家庭教育に関する講座
○対　象　政治・宗教・営利を目的とせず、継続的に活動する①会員５
人以上の団体②子育て学習活動を行う団体
○委託料　上限①５万円②３万円
○申込方法　市役所５階生涯学習課で配布する企画書、収支予算書（い
ずれも市ホームページからダウンロード可）に必要事項を明記し、５
月１０日（金）までに直接担当へ

担当 生涯学習課　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１
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　協働のまちづくりを進めるため、市または市民活動団体からの提案に
よる相互提案型協働事業を実施しています。平成３１年度では、次の３事
業を相互提案型協働事業（団体提案協働事業）に決定しました。
赤い向日葵プロジェクト市道１４号線東原緑地帯事業
　赤いひまわりを東原緑地帯に植栽し、市内外へＰＲします。
○事業担当　さがみ野やすらぎ街づくり委員会、公園緑政課
児童ホームの防災対策事業
　ハンドブックの作成、訓練・研修を通じて児童ホームの危機管理マニ
ュアルの作成を目指します。
○事業担当　ざま災害ボランティアネットワーク、子ども育成課
多国籍親子支援事業
　国際交流サロンや季節イベントを通して外国籍親子を支援します。
○事業担当　アクティヴ・ママ、渉外課
担当 市民協働課　1０４６（２５２）７９６６　5０４６（２５５）３５５０
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　昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅を対象に、県建築士事務
所協会による無料耐震相談会を開催します。なお、市では、耐震診断に
関する電話や訪問などによる個別勧誘を行っていません。
○と　き　５月２５日（土）午前９時３０分～午後４時
　※相談は約４５分で時間予約制（申込順）。
○ところ　青少年センター３階　３－１会議室
○持ち物　受付後に市が送付する書類、確認申請などの図面（略図可）、
建物状況が分かる写真など

○申込方法　４月１５日（月）～５月７日（火）に電話、ファクスまたは
直接担当へ
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担当 建築住宅課　1０４６（２５２）７３９６　5０４６（２５５）３５５０

● ● ●  相談会参加者への補助  ● ● ●

　相談会に参加した方へ次の通り補助します。なお、住宅耐震改修
をした場合には、所得税額の特別控除および固定資産税額の減額措
置制度があります。
○耐震診断を希望する方　耐震診断費の２分の１（上限５万円）
○改修計画書の作成を希望する方　改修計画書作成費用の２分の１
（上限５万円）

○耐震改修工事を実施する方　現場立ち会い費用の２分の１（上限
３万円）と耐震工事費用の２分の１（上限５０万円）、一定の収入
に満たない場合は２０万円加算、市内施工者を利用した場合は２０万
円加算

　地下水・湧水を保全するため、次の通り、雨水浸透施設等設置費用の
一部を助成しています。
　詳しくは、担当へお問い合わせください。
○助成額　▽雨水浸透ます（２基以上設置する場合）＝１基当たり１万
２，５００円（上限４基。重点的涵養推進区域は１基１万７千円）▽雨水浸
透トレンチ＝１メートル当たり６，５００円（上限２０メートル。１メートル
未満切り捨て）▽浸透性アスファルト舗装（１００平方メートル以上の駐
車場）＝１平方メートル当たり５００円（上限５００平方メートル）▽雨水
貯留槽＝本体価格の２分の１（上限２万５千円。千円未満切り捨て）
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担当 環境政策課　1０４６（２５２）８２１４　5０４６（２５７）７７４３
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　再生可能エネルギーの活用推進と地球温暖化防止を目的として、次の
設備を設置する方へ補助金を交付します。
　詳しくは、担当へお問い合わせください。
○補助内容　▽住宅用太陽光発電システム＝出力１キロワット当たり１
万２千円（上限４万円）▽エネファーム＝４万円▽リチウムイオン蓄
電池＝４万円▽ ＨＥＭＳ ＝８千円
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○補助対象　市税の滞納がない、市内在住者または市内に住宅を購入・
建築する方

○申込方法　市役所４階環境政策課などで配布する申請書（市ホームペ
ージからダウンロード可）に必要事項を明記し、設置着手の１４日前ま
でに直接担当へ

担当 環境政策課　1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３
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